
第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標２ 【 産業 】 

基礎目標 風土に根ざした産業をつくる 第１四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 町内総生産 億円 538(H29) 564(R4) 507(R2) △16 

政策１ 

①mashipo カード会員数（町内） 人 720 17,400 16,052 +172 

②誘致企業数 ― 0 0 2 ±0 

 有効求人倍率 ― 0.77 0.90 0.78 △0.01 

③起業支援補助金利用件数（累計） 件 26 42 41 +4 

④益子焼総販売額 億円 23(R1) 25(R4) 20(R4) △3 

政策２ 

①新規就農者数（累計） 人 28 48 46 +4 

②「食の学校」（仮）新商品数（累計） ― 未実施 10 9 +1 

③市町村別農業産出額 億円 34 37.3(R5) 29.1(R4) +1.1 

政策３ 

①観光客入込数 万人 291 295 255(R5) +7 

 観光客宿泊者数 人 47,550 48,000 35,885(R5) △3,258 

②mashipo カード会員数（町外） 人 900 15,600 11,385 +1,421 

 ツアー参加者数（累計） 人 未実施 2,260 145 +100 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①地域通貨電子マネー化検討委員会で先進地の

視察研修結果等を基にベンダーのヒアリングを

実施した。町内会員数は、前年同期対比 179 人増

加し 16,052 人となった。 

②産業団地の整備では、基本計画策定業務を発注

し、スケジュールや資料収集の打合せを実施し

た。令和６年５月時点の有効求人倍率は 0.78 と

なり、前年同期比 0.01 下回った。求職者向けス

キルアップセミナーとしてパソコン講座を開催

し、41 名が参加した。 

③起業支援補助金については、制度の周知に努

め、結果問合せが５件あった。中小企業振興資金

は 9 件の申込があった。また、若手経営者の資質

向上と連携を目的に設立した次世代経営協議会

では、セミナー等の開催内容の検討や QWS の視

察研修を実施した。チャレンジショップは第 2 期

出店として 4/6 に「ゆめの杜」をオープンした。 

④若手作家の育成支援を目的とした「地場産業育

成補助金」の交付決定は 10 件となった。 

２①新たに 1 人が認定新規就農者となり、新規就農

者数累計は 46 人で前年同期対比 4 人の増加とな

った。また、2 件の新規就農相談があった。農の

学校は 10 組が入学し、実習と座学がスタートし

今期 6 回開催した。 

②食の学校で新たに開発された商品の数は、前年

同期比 1 件増加の 9 件となった。 

③「販路開拓支援金等新規補助金」の交付決定 1

件。大田区の大林寺での外販事業や西洋野菜研究

会が東京の商談会参加と販路拡大に努めた。 

３①インバウンド誘客事業として「Nearby Tokyo」

のサイトで英語圏への情報発信を行った。また、

観光関連団体との連携強化を図るため観光実務

者会議を開催した。 

②mashipo カードの町外会員数は、前年同期対比

1,421 人増加し 11,385 人となった。また、観光

庁補助事業実施により、ツアー参加者数は前年同

期対比 100 人プラスの 145 人となった。 

１①地域通貨電子マネー化検討委員会で行ったベ

ンダーヒアリングを基に、今後必要な機能や利便

性、費用対効果等総合的に検討し、地域経済の活

性化に努めていく。 

②産業団地の整備では、土地利用計画と併せ、地

権者調査と土地売買の意向確認を進めていく。 

また、企業誘致に関する情報収集を関係機関の訪

問にてリサーチしていく。また、求人につながる

よう効果的なセミナーの開催に取組んでいく。 

 

③起業に関する相談が継続的に寄せられるなど

起業意欲の高さが窺える状況であり、引き続き制

度の周知に努めていく。また、次世代経営協議会

では令和 5 年度の事業内容を総括し、実践的なセ

ミナーの開催と人材育成に努めていく。 

チャレンジショップのオープンにより関係団体

と連携し経営支援を図ってく。 

④「地場産業育成補助金」の周知を図り、若手作

家の育成や独立に向けて支援を強化していく。 

２①農の学校では、実習がメディアに取り上げられ

るなど HP やチラシ等以外でも事業 PR を図る

ことで新規就農に繋げていく。 

新規就農者支援事業補助金制度についても引き

続き周知に努めていく。 

②食の学校では、さつまいも研究会や西洋野菜研

究会とも協力し、商品開発の検討を進めていく。 

③「販路開拓支援金等新規補助金」の制度周知に

努めていく。米のブラジル輸出実現に向け関係団

体と調整し実現に向け準備を進めていく。 

３①インバウンド誘客事業について、ましこラボと

情報共有を図り今後の誘客方針を検討していく。

また、新たな情報発信の方法について関係団体と

協議検討し、広報や PR 活動を強化していく。 

②引き続き購買データの分析を行い、町内循環型

経済の推進に活用していく。ツアー参加者数につ

いては、国内誘客と併せてインバウンド誘客事業

の取組も検討していく。 



第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標２ 【 産業 】 

基礎目標 風土に根ざした産業をつくる 第２四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 町内総生産 億円 538(H29) 564(R4)  493(R3) △14 

政策１ 

①mashipo カード会員数（町内） 人 720 17,400 16,070 +148 

②誘致企業数 ― 0 0 2 ±0 

 有効求人倍率 ― 0.77 0.90 0.73 △0.07 

③起業支援補助金利用件数（累計） 件 26 42 44 +5 

④益子焼総販売額 億円 23(R1) 25(R4) 20(R4)    △3 

政策２ 

①新規就農者数（累計） 人 28 48 46 +2 

②「食の学校」（仮）新商品数（累計） ― 未実施 10 9 +1 

③市町村別農業産出額 億円 34 37.3(R5) 29.1(R4) +1.1 

政策３ 

①観光客入込数 万人 291 295 255(R5) +7 

 観光客宿泊者数 人 47,550 48,000 35,885(R5) △3,258 

②mashipo カード会員数（町外） 人 900 15,600 11,698 +1,508 

 ツアー参加者数（累計） 人 未実施 2,260 145 +85 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①地域通貨電子マネー化検討委員会で先進地の

視察研修結果等を基にベンダーへのヒアリング

実施結果から中間報告書を作成した。町内会員数

は、前年同期対比 148 人増加し 16,070 人となっ

た。 

②産業団地の整備では、基本計画策定業務の中間

報告を受け、修正や見直し箇所の確認をした。令

和６年８月時点の有効求人倍率は 0.73 となり、

前年同期比を 0.07 下回った。求職者向けスキル

アップセミナーを 12 回開催し、83 名が参加。 

③起業支援補助金利用件数は、審査会で新たに３

件を認定し、累計で 44 件となり順調に推移して

いる。中小企業振興資金は 8 件の申込があった。

また、次世代経営者協議会総会を開催し、令和６

年度事業計画を決定し、併せて基調講演会を開催

した。 

④若手作家の育成支援を目的とした「地場産業育

成補助金」の交付決定は 1 件であった。 

２①認定新規就農者の就農状況モニタリング調査

を９件実施した。芳賀農振開催で後継者の居ない

梨の樹園地見学会や新規就農相談会を実施した。

また、2 件の新規就農相談があった。農の学校は

10 組が入学し、実習と座学を 6 回開催した。 

 

②食の学校については、12 月の開校に向けまし

こカンパニーと事業計画や内容について検討を

行った。 

③西洋野菜研究会では町内外のマルシェに参加

し、食材の販売や「食べ方」に関する PR を行っ

た。 

３①インバウンド誘客事業として「Nearby Tokyo」

のサイトで英語圏への情報発信を行った。Web

メディア「MATCHA」への情報投稿も始まった。

また、観光関連団体との連携強化を図るため観光

実務者会議を開催した。 

②mashipo カードの町外会員数は、前年同期対

比 1,508 人増加し 11,698 人となった。 

１①地域通貨電子マネー化検討委員会で行ったベ

ンダーヒアリングを基に、今後必要な機能や利便

性、費用対効果等総合的に検討し、発注に向け仕

様書の準備を進めていく。 

 

②産業団地の整備では、基本計画の策定と併せ、

地権者調査と土地売買の意向確認を進めていく。 

また、企業誘致に関する情報収集を関係機関の訪

問にてリサーチしていく。また、求人につながる

よう効果的なセミナーの開催に取組んでいく。 

③起業に関する相談が継続的に寄せられるなど

起業意欲の高さが窺える状況であり、引き続き制

度の周知に努めていく。また、次世代経営協議会

では、実践的なセミナーの開催と情報発信を通

し、若手経営者人材の資質向上に努めていく。 

 

④「地場産業育成補助金」の周知を図り、若手作

家の育成や独立に向けて支援を強化していく。 

２①新規就農者向けに空き家情報や農地情報を落

とし込んだﾏｯﾁﾝｸﾞﾏｯﾌﾟの作成を検討していく。農

の学校では、実習や座学とも魅力的なメニューを

開設するとともに、HP やチラシ以外でも積極的

に PR し、新規就農に繋げていく。また、補助金

制度についても引き続き周知に努めていく。 

②食の学校では、西洋野菜研究会と協力し、商品

開発の検討や食材に合う調味料の開発も進めて

いく。 

③西洋野菜研究会などでは、開発を進めている調

味料と野菜をセットにしたギフト商品の販売に

ついても検討し、販路の拡大にも努めていく。 

３①インバウンド誘客事業について、ましこラボと

情報共有を図り今後の誘客方針を検討していく。

また、新たな情報発信先である「MATCHA」へ

の投稿についても、観光関係団体と協議検討し、

有効的な広報や PR 活動を強化していく。 

②引き続き購買データの分析を行い、町内循環型

経済の推進に活用していく。 



第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標２ 【 産業 】 

基礎目標 風土に根ざした産業をつくる 第３四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 町内総生産 億円 538(H29) 564(R4) 493(R3) △14 

政策１ 

①mashipo カード会員数（町内） 人 720 17,400 16,089 +44 

②誘致企業数 ― 0 0 2 ±0 

 有効求人倍率 ― 0.77 0.90 0.80 △0.18 

③起業支援補助金利用件数（累計） 件 26 42 46 +6 

④益子焼総販売額 億円 23(R1) 25(R4) 20(R4)       △3 

政策２ 

①新規就農者数（累計） 人 28 48 49 +4 

②「食の学校」（仮）新商品数（累計） ― 未実施 10 9 +1 

③市町村別農業産出額 億円 34 37.3(R5) 29.1(R4) +1.1 

政策３ 

①観光客入込数 万人 291 295 255(R5) +7 

 観光客宿泊者数 人 47,550 48,000 35,885(R5) △3,258 

②mashipo カード会員数（町外） 人 900 15,600 12,233 +1,810 

 ツアー参加者数（累計） 人 未実施 2,260 145 +85 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①地域通貨電子マネー化検討委員会で、システム
の仕様書(案)や今後の体制(案)の検討を行った。
町内会員数は、前年同期対比 44 人増加し 16,089

人となった。 

②産業団地の整備では、基本計画策定(案)を議会
に説明し意見を求めた。 

令和６年 11 月時点の有効求人倍率は 0.80 とな
り、前年同期比を 0.18 下回った。求職者向けス
キルアップセミナーを８回開催し、30 名が参加。 
合同就職面接会の開催に向け、北部４町による検
討を行った。 

③起業支援補助金利用件数は、審査会で新たに２
件を認定し、累計で 46 件となり順調に推移して
いる。中小企業振興資金は 13 件の申込があった。
また、次世代経営者協議会による３回のセミナー
を開催した。 

④地場産業育成補助金は、１件の交付決定をし、
累計で 12 件となった。 

２①ましこアグリツーリズム推進協議会の設置。 

新たに 1 人が認定新規就農者となり、新規就農者
数累計は 49 人で前年同期対比 4 人の増加となっ
た。また、2 件の新規就農相談があった。 

農の学校は、実習と座学以外に農家及び農業施設
の視察など 6 回の開催をした。 

新規就農者向けマッチングマップを作成した。 

②食の学校については、12 月にセミナーを開催
し、食品づくりと道の駅での販売手法やマーケテ
ィングについて学んだ。 

③西洋野菜研究会では、町内外のマルシェに参加
し、食材の販売や「食べ方」に関する PR を行っ
ていくための打合せを行った。 

３①インバウンド誘客事業として「Nearby Tokyo」
のサイトで英語圏への情報発信を行い、Web メ
ディア「MATCHA」への情報投稿も行った。 

また、観光関連団体との連携強化を図るため観光
実務者会議で統合型のパンフレットを作成した。 

②mashipo カードの町外会員数は、前年同期対
比 1,810 人増加し 12,233 人となった。 

１①地域通貨電子マネー化検討委員会で仕様書や
体制について検討した内容により、今後必要な機
能や利便性、費用対効果等総合的に判断し、プロ
ポーザルの実施に向け準備を進めていく。 

②産業団地の整備では、基本計画(案)に対する意
見集約を進めるとともに、地権者調査と土地売買
の意向確認を進めていく。 

また、企業誘致に関する情報収集を関係機関への
訪問にてリサーチしていく。求人につながるよう
効果的なセミナーの開催と北部４町による合同
面接会の準備に取組んでいく。 

③起業に関する相談が継続的に寄せられるなど
起業意欲の高さが窺える状況であり、引き続き制
度の周知に努めていく。また、次世代経営協議会
の、実践的なセミナー開催と情報発信を通し、若
手経営者人材の資質向上を支援していく。 

④「地場産業育成補助金」の周知を図り、若手作
家の育成や独立に向けて支援を強化していく。 

２①ましこアグリツーリズム協議会では、視察研修
や各種ニーズ調査を実施していく。関係機関と連
携し、新規就農者向けに空き家情報と農地情報を
網羅したマッチングマップの活用を進めていく。
農の学校では、農家及び農業施設の視察などを行
い、新規就農に繋げていく。新規就農者支援事業
補助金制度についても引き続き周知に努めてい
く。②食の学校では、加工食品開発に向けた実習
を行い、試作品の開発を進めていく。 

③西洋野菜研究会と道の駅が連携して行う新商
品の開発と販路の拡大を支援していく。 

 

３①インバウンド誘客事業について、ましこラボと
情報共有を図り今後の誘客方針を検討していく。
また、新たな統合型パンフレットにより、観光関
係団体と協議検討し、有効的な広報や PR 活動を
強化していく。 

②引き続き購買データの分析を行い、町内循環型
経済の推進に活用していく。 



第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標２ 【 産業 】 

基礎目標 風土に根ざした産業をつくる 第４四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 町内総生産 億円 538(H29) 564(R4) 535(R4) +42 

政策１ 

①mashipo カード会員数（町内） 人 720 17,400 16,096 +64 

②誘致企業数 ― 0 0 2 ±0 

 有効求人倍率 ― 0.77 0.90 0.81 +0.04 

③起業支援補助金利用件数（累計） 件 26 42 46 +5 

④益子焼総販売額 億円 23(R1) 25(R4) 20(R4) △3 

政策２ 

①新規就農者数（累計） 人 28 48 49 +4 

②「食の学校」（仮）新商品数（累計） ― 未実施 10 9 +1 

③市町村別農業産出額 億円 34 37.3(R5) 31.1(R5) +2.0 

政策３ 

①観光客入込数 万人 291 295 261 +6 

 観光客宿泊者数 人 47,550 48,000 43,809 +7,924 

②mashipo カード会員数（町外） 人 900 15,600 12,642 +1,502 

 ツアー参加者数（累計） 人 未実施 2,260 202 +57 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①デジタル地域通貨の業者選定プロポーザル審

査会を実施し、交渉順位の決定をした。 

町内会員数は、前年同期対比 64 人増加し 16,096

人となった。 

②産業団地の整備では、地権者の死亡により法定

相続人との面談を実施し意思確認を行った。 

令和７年１月時点の有効求人倍率は 0.81 とな

り、前年同期比を 0.04 上回った。 

北部４町による求職者向け合同就職面接会を開

催し、17 名の参加があった。 

③中小企業振興資金は 12 件の申込があった。 

また、次世代経営者協議会では、紙おしぼりの製

造販売会社の視察研修を行い、10 名の参加があ

った。 

④地場産業育成補助金は、２件の交付決定をし、

累計で 14 件となった。 

 

２①ましこアグリツーリズム協議会では、先進地視

察と観光客向け体験メニューのニーズ調査を実

施した。新規就農者数に対して、関係機関と連携

して栽培方法の助言や販路などの相談に随時対

応した。また、４件の新規就農相談があった。 

農の学校は、実習と座学以外に農家及び農業施設

の視察など３回の開催をし、新商品のアイデア提

案などを行った。 

②食の学校については、10 回の開催により、１

名がテスト販売実証となり、２名が食品開発途中

となっている。 

③西洋野菜研究会では、都内の卸売業者を通し、

都内の青果店での販売が始まった。関係業者から

野菜のサンプルとしてのオーダーが入り始めた。 

３①インバウンド誘客事業として「Nearby Tokyo」

のサイトで英語圏への情報発信を行った。 

また、観光関連団体との連携強化を図るため観光

実務者会議を適宜開催した。 

②mashipo カードの町外会員数は、前年同期対

比 1,502 人増加し 12,642 人となった。 

１①プロポーザル審査会の決定を受け、契約に向け

準備を進めていくと共に、業務の実施体制につい

ても準備を進めていく。 

②産業団地の整備では、地権者と土地の売買につ

いての意向確認を進めていく。また、企業誘致に

ついては産業団地開発基本計画(案)をもとに関

係機関等の説明会に参加し事業 PR を進めてい

く。求人につながるよう効果的なセミナーの開催

と北部４町による合同面接会の開催で次年度も

取組んでいく。 

③起業に関する相談が継続的に寄せられるなど

起業意欲の高さが窺える状況であり、引き続き制

度の周知に努めていく。また、次世代経営協議会

の、実践的なセミナー開催と情報発信を通し、若

手経営者人材の資質向上を支援していく。 

④「地場産業育成補助金」の周知を図り、若手作

家の育成や独立に向けて支援を強化していく。 

２①ましこアグリツーリズム推進協議会では、先進

地視察の開催、及び農家民宿の取組みについての

意向調査を進めていく。関係機関と連携し、新規

就農者向けに空き家情報と農地情報を網羅した

マッチングマップの活用を進めていく。農の学校

では、有機農法や自然農法による米作りの習得に

ついての要望があり、次年度のカリキュラムの検

討を進めていく。新規就農者支援事業補助金制度

についても引き続き周知に努めていく。 

②食の学校では、受講者少数により開催の在り方

について検討していく。 

③西洋野菜研究会と道の駅が連携して益子産の

野菜の販路の拡大を支援していく。 

３①インバウンド誘客事業について、広報媒体の検

討を行い魅了的な情報発信を検討していく。ま

た、新たな統合型パンフレットにより、観光関係

団体と連携し、有効的な広報手段により PR 活動

を強化していく。 

②引き続き購買データの分析を行い、町内循環型

経済の推進に活用していく。 
 



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

3「仕事のあるまち」

人
対前年
同期比

+64 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

③電子マネー化の検討
④mashipoの活用

③電子マネー化の検討
④mashipoの活用

③電子マネー化の検討
④mashipoの活用

③12/17地域おこし協力隊二次面接実施。12/6,23ベン
ダーヒアリング
④12/1～20mashipo１０倍ポイントキャンペーン。12/1～
31加盟店向け新規会員キャッシュバックｷｬﾝﾍﾟｰﾝ。

③1/15　地域おこし協力隊二次面接（合格1名）、1/30
NTT打ち合わせ

③2/5　地域通貨電子マネー化検討委員会、2/28　地域
通貨選定委員会、2/28　地域おこし協力隊二次面接（合
格1名）
④2/3　mashipo役員会

③3/25　デジタル地域通貨プロポーザル審査会
④3/21　mashipo役員会、3/1～3/31　mashipo全員半額
ポイントバックキャンペーン

③7/2地域通貨運営委員会開催。7/17、7/25、7/31ベン
ダーヒアリング
④7/29役員会開催

③地域通貨電子マネー化検討委員会開催。8/9ベン
ダーヒアリング
④8/9～8/25夏季キャンペーン（５倍ポイント）実施。8/26
役員会開催。

③9/17、9/25ベンダーヒアリング
④9/13～9/30秋季キャンペーン（新米プレゼント）実施。

③10/24地域通貨電子マネー化検討委員会開催。10/28
ベンダーヒアリング
④10/7役員会開催

③11/4陶器市会場において新規会員登録キャンペーン
実施。11/21役員会開催

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

③4/8、4/23ベンダーヒアリング、4/19地域通貨電子マ
ネー化準備検討委員会を実施
④R5年度事業決算作業

③5/23役員打合せ
④5/14監査・役員会、5/28総会

③地域通貨電子マネー化準備検討委員会開催、6/18商
工会正副会長会議に出席し概要説明

③電子マネー化の検討
④mashipoの活用

KPI 本年度目標値 現状値

16,096

KPI 本年度目標値 現状値

KPI mashipoカード会員数（町内） 本年度目標値 17,400 現状値

施策 町内循環型経済の推進 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

7エネルギー

R6（2024）

課局名 観光商工課

基礎目標 ２ 風土に根ざした産業をつくる 政策 しごとの創出と町内産業の活性化

p50 観光商工課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

③地域通貨電子マネー化準備検討委員会を開催し、システム仕様書案・R7年度以降の体制案などを検討した。
次期四半期は、プロポーザル実施に向け準備を進めていく。
④電子マネー化の検討状況も考慮しながら事業PR・地域経済の活性化を図っていく。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

③デジタル地域通貨プロポーザル審査会を実施し、次年度の契約に向けて、諸般の準備を進めていく。
④電子マネー化の検討状況も考慮しながら事業PR・地域経済の活性化を図っていく。

第
２
四
半
期

③ベンダーヒアリングの結果等を基にシステム等検討を行い、地域通貨電子マネー化検討会で中間報告書を作
成した。次期四半期以降は、検討の精度を高め、仕様書作成等の準備を行っていく。
④電子マネー化の検討状況も考慮しながら事業PR・地域経済の活性化を図っていく。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

③昨年度実施した視察研修の結果等を基にベンダーヒアリング等を行い、必要な機能やコスト負担等総合的に
検討を行っていく。
④電子マネー化の検討状況も考慮しながら事業PR・地域経済の活性化を図っていく。

p50 観光商工課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

令和５年１０月より電子マネー化準備検討委員会を組織
し、mashipo、マッシ（ましこスマイル通貨）、プレミアム商
品券の統合、電子マネー化に係る検討を、令和７年度
の新システム実装に向け進めている。新システムにおい
ては、デジタル化により、加盟店・会員・事務局それぞ
れに魅力があるシステムを目指している。
現在のmashipoは発展的解消を想定しているが、新シス
テムへの移行にあたり加盟店・会員に支障のないよう配
慮していく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p50 観光商工課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

3「仕事のあるまち」

―
対前年
同期比

±0 ―

―
対前年
同期比

+0.04 ―

対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容 ①産業団地の整備の推進及び既存用地を活用した企

業誘致

②産業団地開発に関連する条例、事務手続き等の事前
調査、企業誘致の推進

③研究開発系を中心に、新事業機会を創出する企業誘
致を目指す

⑤町内求職者のためのセミナー開催

①産業団地の整備の推進及び既存用地を活用した企
業誘致

②産業団地開発に関連する条例、事務手続き等の事前
調査、企業誘致の推進

③研究開発系を中心に、新事業機会を創出する企業誘
致を目指す

⑤町内求職者のためのセミナー開催

①産業団地の整備の推進及び既存用地を活用した企
業誘致

②産業団地開発に関連する条例、事務手続き等の事前
調査、企業誘致の推進

③研究開発系を中心に、新事業機会を創出する企業誘
致を目指す

⑤町内求職者のためのセミナー開催

①産業団地基本計画（案）の全協対応。
②新たに作成した企業誘致条例（案）及び同条例規則他（案）の要点と
整理
③金融機関等からの情報収集を実施
⑤求職者等向けセミナー3回開催、4町合同面接会第3回打ち合わせ

①産業団地開発予定地の法定相続人との面談による相続意
思確認
③研究開発系を中心に、新事業機会を創出する企業誘致を目
指す
⑤4町合同面接会第4回打ち合わせ、参加者募集チラシ配布

①産業団地開発予定地の法定相続人との面談による相続意思確認
②産業団地開発に関連する条例、事務手続き等の事前調査、企業誘
致の推進
③研究開発系を中心に、新事業機会を創出する企業誘致を目指す
⑤4町合同面接会

①産業団地開発予定地の法定相続人との面談による相続意
思確認
③研究開発系を中心に、新事業機会を創出する企業誘致を目
指す
⑤4町合同就職説明会反省会

①産業団地開発基本計画の進捗確認及び産業団地開発予定
地地権者の法定相続人特定調査開始
②本町の工場立地法準則条例（案）の作成
③金融機関等からの情報収集を実施
⑤求職者等向けセミナー6回開催

①産業団地開発基本計画の中間報告及び地権者の法定相続
人特定調査調査
②企業誘致条例の他市町条例の情報収集、状況分析
③金融機関等から情報収集を実施
⑤求職者等向けセミナー2回開催

①基本計画の中間報告を基に計画の修正・見直し箇所の指摘及び地
権者の法定相続人特定調査の完了、法定相続人との面談
②新条例の根拠、目的等、企業誘致条例（案）の作成。
③金融機関等からの情報収集を実施
⑤求職者等向けセミナー4回開催

①産業団地基本計画の進捗確認及び地権者の法定相続人との面談
②新たに作成した企業誘致条例（案）の推敲及び修正。
③金融機関等からの情報収集を実施
⑤求職者等向けセミナー2回開催、4町合同面接会第2回打ち合わせ

①産業団地基本計画の完成及び地権者の法定相続人との面談
②新たに作成した企業誘致条例（案）に基づく同条例規則他（案）の策
定。
③金融機関等からの情報収集を実施
⑤求職者等向けセミナー3回開催、4町合同面接会参加事業所募集

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①産業団地開発基本計画策定業務入札他対応、産業団地開
発予定地の県外所有者状況調査
②譲渡所得課税特例の事前調査・確認、企業誘致推進
③金融機関・ゼネコンからの情報収集を実施
⑤セミナーの日程調整やチラシ作成

①産業団地基本計画業務委託契約締結、産業団地開発予定
地の県外所有者（死亡）相続人調査
②起債関連事務手続きの確認、企業誘致推進
③金融機関・ゼネコンからの情報収集を実施
⑤セミナーの日程調整やチラシ作成

①産業団地開発基本計画の土地利用計画打合せ
②産業団地開発推進関連の情報等収集・分析、企業誘致推
進
③金融機関からの情報収集を実施
⑤セミナー開催（3回）、３町合同就職面接会第１回打合せ

①産業団地の整備の推進及び既存用地を活用した企
業誘致

②産業団地開発に関連する条例、事務手続き等の事前
調査、企業誘致の推進

③研究開発系を中心に、新事業機会を創出する企業誘
致を目指す

⑤町内求職者のためのセミナー開催

KPI 本年度目標値 現状値

2

KPI 有効求人倍率 本年度目標値 0.90 現状値 0.81

KPI 誘致企業数 本年度目標値 0 現状値

施策 令和の時代・益子の特性に合った企業誘致の推進 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

8働きが
い・経済成

長

9産業・
技術

R6（2024）

課局名 観光商工課

基礎目標 ２ 風土に根ざした産業をつくる 政策 しごとの創出と町内産業の活性化

p51 観光商工課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①産業団地開発基本計画については、中間報告後の進捗状況等の確認を適宜実施し、基本計画の完成への対
応を図った。9月13日に完了した法定相続人調査結果に基づき、町内外の法定相続人と面談し、法定相続人と
なった事由、相続について等の説明を実施し、相続の意向を確認した。今後年度内を目途に、法定相続人と交
渉し、相続、売却意向を確認する。
②他市町の条例を参考に、同条例の傾向等を分析、企業誘致条例の見直しによる新たな条例（案）を作成し、同
条例の規則（案）も策定、来年度の条例改正の準備を実施した。
③金融機関や不動産関業者を訪問し、研究開発系企業進出のニーズ・企業誘致の情報収集をした。特段の情
報は無かったが、引き続き情報収集に努め、研究開発系を中心に新事業機会を創出する企業誘致を目指しま
す。
⑤求職者等向けセミナーを計8回開催した。次期四半期以降についても求人につながるよう効果的なセミナーの
開催に取り組んでいく。合同面接会については芳賀町を加えて4町合同で行うこととなった。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①産業団地開発基本計画については、基本計画完成後、見直し等を実施、細部に関しての修正を実施し、計画
は完成した。9月13日に完了した法定相続人調査結果に基づき、町内外の法定相続人と面談し、法定相続人と
なった事由、相続について等の説明を実施し、相続の意向を確認した。全ての法定相続人と交渉し、相続、売却
意向の確認は完了した。
②他市町の条例を参考に、同条例の傾向等を分析、企業誘致条例の見直しによる新たな条例（案）を作成し、同
条例の規則（案）も策定、策定した条例及（案）び規則（案）の関連する様式の作成、見直しによる細部修正等を実
施、来年度の条例改正に向けた準備が完了した。
③金融機関や不動産関業者を訪問し、研究開発系企業進出のニーズ・企業誘致の情報収集をした。特段の情
報は無かったが、引き続き情報収集に努め、研究開発系を中心に新事業機会を創出する企業誘致を目指しま
す。
⑤求職者等向けセミナーを計8回開催した。次期四半期以降についても求人につながるよう効果的なセミナーの
開催に取り組んでいく。合同面接会については芳賀町を加えて4町合同で行うこととなった。

第
２
四
半
期

①産業団地開発基本計画については、進捗状況等の確認を実施、8月に中間報告を受け、中間報告の修正・見
直し箇所を指摘し、基本計画の完成への対応を図った。死亡を確認した地権者の法定相続人調査については、
適宜、司法書士に必要書類及び法定相続人特定に関して相談を行いながら調査を進め、9月13日に法定相続人
を特定する調査が完了した。今後年内を目途に、法定相続人と交渉し、相続、売却意向を確認する。
②工場立地法準則条例（案）の策定、他市町の条例を参考に、同条例の傾向等を分析、企業誘致条例の見直し
による新たな条例（案）を作成した。
③金融機関を訪問し、研究開発系企業進出のニーズ・企業誘致の情報収集をした。特段の情報は無かったが、
引き続き情報収集に努め、研究開発系を中心に新事業機会を創出する企業誘致を目指す。
⑤求職者等向けセミナーを計12回開催した。次期四半期以降についても求人につながるよう効果的なセミナーの
開催に取り組んでいく。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①産業団地の整備に関しては、基本計画策定業務の入札手続き、同業務委託契約の締結及び土地利用計画書
他の打合せを実施しました。また、産業団地開発予定地の3名の県外地権者の状況を確認し、１名の居住地を訪
問し売却可の意向を確認しました。残２名は死亡を確認、うち１名の法定相続人の居住地・連絡先調べ、電話に
て売却意向を確認しました。残1名は法定相続人の特定未済、相続人調査を進め、早期売却意向の確認に努め
ます。
②産業団地開発に関連する譲渡所得課税特例手続きに関して、宇都宮税務署を訪問、必要書類、他続き方法
等確認しました。また起債関連事務手続を調べ、様式他手続きの事前確認を実施しました。企業誘致の推進に
ついては、金融機関と定期的に連絡を取り、情報収集に努め、企業誘致に繋がるよう対応をしました。
③金融機関や企業を訪問し、研究開発系企業進出のニーズ・企業誘致の情報収集をした。特段の情報は無かっ
たが、引き続き情報収集に努め、研究開発系を中心に新事業機会を創出する企業誘致を目指します。
⑤求職者・起業者向けのスキルアップセミナーの企画・契約事務を行い、6月からセミナーを開催した。次期四半
期以降もセミナーを実施していく。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

Ｒ7年度は、産業団地開発の基本計画（案）を基本とし
つつ、オーダーメイド方式も盛り込んだ方法で企業ニー
ズを探っていく。
産業団地開発の付帯業務として、工場立地法関連の条
例、企業誘致条例等の案を作成し、企業誘致が円滑に
進められるよう、準備を行う。
県との情報発信（含東京事務所）を実施し、迅速な企業
誘致に繋がるよう努める。
セミナーについては当初も目的を達成したため、廃止し
ても差し支えない。
合同説明会については、R6より芳賀町も参加し芳賀郡
４町での合同開催を実施したところであり、更なる就労
支援に努める。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

3「仕事のあるまち」

件
対前年
同期比

+5 件

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①起業支援補助金の周知
②商工会と連携し、事業者の指導・支援体制の強化、
融資制度による支援、次世代経営協議会事業
③求人情報、空き店舗情報等の情報収集及び発信
●益子本通りまちづくり活動支援の実施

①起業支援補助金の周知
②商工会と連携し、事業者の指導・支援体制の強化、
融資制度による支援、次世代経営協議会事業
③求人情報、空き店舗情報等の情報収集及び発信
④チャレンジショップの活用
●益子本通りまちづくり活動支援の実施

①起業支援補助金の周知
②商工会と連携し、事業者の指導・支援体制の強化、
融資制度による支援、次世代経営協議会事業
③求人情報、空き店舗情報等の情報収集及び発信
●益子本通りまちづくり活動支援の実施

②融資申込8件、12/11次世代経営協議会第４回セミ
ナー
●12/1益子本通り社会実験「クリスマスマーケット」開催。
12/17、27まちのデザイン研究会開催

②融資申込4件

②融資申込3件（うち起業資金1件）、2/12　次世代経営
協議会視察研修（企業視察）、2/19　中小企業融資振興
会＆審査委員会（R7融資の利率を決定）
●2/21　まちのデザイン研究会（本通り事業広報打合せ）

②3月　融資申込5件（うち起業資金1件）、3/10　次世代
経営協議会理事会
④3/26　チャレンジショップ利用者と面談
●3/27　まちのデザイン研究会視察研修（本通り事業）

①7/8起業支援補助金審査会開催、認定３件。HP及び
窓口案内
②融資申込3件
●7/4益子本通り活性化協議会総会開催
●7/17まちのデザイン研究会開催

①町HP及び窓口案内、補助金問合せ１件
②融資申込3件。このうち2件は起業資金
●8/8、8/22、8/29まちのデザイン研究会開催

①町HP及び窓口案内、補助金問合せ3件
②融資申込2件
●9/19まちのデザイン研究会開催

①町HP及び窓口案内、補助金問合せ１件
②融資申込3件。うち1件は起業資金、10/2次世代経営
協議会第２回セミナー
●10/11益子本通りトークセッションvol.3開催。10/16、30
まちのデザイン研究会開催。
①11/27起業支援補助金審査会開催、認定２件。町HP
及び窓口案内
②融資申込2件、11/13次世代経営協議会第3回セミ
ナー
●11/8、22まちのデザイン研究会開催。

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①町HP及び窓口案内
②4/15次世代経営協議会理事会を開催し、今年度のセ
ミナー開催内容について検討した。融資申込3件。
③月３回役場ホール、道の駅等に求人情報の設置
④4/6チャレンジショップ「ゆめの杜」がオープン。
①町HP及び窓口案内、補助金問合せ5件
③月３回役場ホール、道の駅等に求人情報の設置
●5/20まちのデザイン研究会を開催し、今年度の事業内
容について検討、ワークショップや総会の開催日程を決
定した。
①町HP及び窓口案内
②6/18次世代経営協議会でSHIBUYAQWS視察研修。
融資申込6件。
③月３回役場ホール、道の駅等に求人情報の設置
●6/27まちあるきワークショップ開催

①起業支援補助金の周知
②商工会と連携し、事業者の指導・支援体制の強化、
融資制度による支援、次世代経営協議会事業
③求人情報、空き店舗情報等の情報収集及び発信
④チャレンジショップの活用
●益子本通りまちづくり活動支援の実施

KPI 本年度目標値 現状値

46

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 起業支援補助金利用件数（累計） 本年度目標値 42 現状値

施策 商店街活性化と起業支援 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 観光商工課

基礎目標 ２ 風土に根ざした産業をつくる 政策 しごとの創出と町内産業の活性化
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①起業支援補助金審査会を開催し2件を交付決定した。今後も起業意欲のある方の相談を受け、支援を行って
いく。
②益子町次世代経営協議会セミナーを３回実施し、若手経営人材の資質向上を図っていく。
③引き続き情報収集及び発信を行う。
●益子本通りについてﾄｰｸセッションvol.3、社会実験としてクリスマスマーケットを実施し、参加者から様々なご意
見を頂いた。意見をまとめ今後の活動に活かしていく。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

②益子町次世代経営協議会視察研修および、次世代経営協議会理事会を実施した。若手経営人材の資質向
上を図っていく。
③引き続き情報収集及び発信を行う。
④チャレンジショップ利用者への経営相談等を実施した。今後も活用していく。
●デザイン研究会や視察研修を実施した。今後の本通り事業に活かしていく。

第
２
四
半
期

①起業支援補助金審査会を開催し3件を交付決定した。今後も起業意欲のある方の相談を受け、支援を行って
いく。
②益子町次世代経営協議会総会を実施し、事業計画等を決定した。併せて基調講演会を実施した。今後もセミ
ナー実施、情報発信を通し、若手経営人材の資質向上を図っていく。
③引き続き情報収集及び発信を行う。
●益子本通り活性化協議会総会を開催し事業計画等を決定した。また、ホームページやインスタグラムを開設し
広報の充実を図るとともに、次期四半期以降に実施予定のイベントについて打合せを行ったので、次期四半期以
降で実行していく。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

②次世代経営協議会が2年目となるので、会員からの意見をセミナー内容に反映し、より実践的な内容にするな
ど若手経営人材の育成を図っていく。
③引き続き情報収集及び発信を行う。
④第2期チャレンジショップがオープンしたので、商工会等関係機関と協力し経営支援を図っていく。
●今年度から、国の都市構造再編集中事業を活用していく。今年度はソフト事業のみの活用で、ワークショップ等
の開催を通して、通りの活性化策を検討していく。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

令和５年度に補助金交付要綱の改正を行い、年１回の
面接を義務付けた。本制度を活用し、事業者支援を充
実させていきたい。
業種限定を含めた事業検証については、審査会委員か
ら意見を頂きながら進めて行きたい。
次世代経営協議会については、町内経営者の更なる
ネットワーク強化を図っていきたい。
チャレンジショップについては、第2期利用者が飲食店
を営んでいるところであり、更に第１期利用者が独立開
業に至ったため、今後も町内で起業等を目指す方々へ
のサポート機関として位置付けていきたい。
益子本通りについては、これまでの活動を更に発展さ
せ、産官学連携によるまちづくりの活性化を図っていき
たい。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

億円
対前年
同期比

△3 億円

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①かさましこのつながりを活用したPR
②販売開拓の支援
③益子焼や工芸品のあるライフスタイルの発信
④益子焼や工芸品の利用促進
⑦窯業技術支援センターでの人材育成と就労支援

①かさましこのつながりを活用したPR
②販売開拓の支援
③益子焼や工芸品のあるライフスタイルの発信
④益子焼や工芸品の利用促進
⑦窯業技術支援センターでの人材育成と就労支援

②販売開拓の支援
③益子焼や工芸品のあるライフスタイルの発信
④益子焼や工芸品の利用促進
⑦窯業技術支援センターでの人材育成と就労支援

①かさましこ推奨店のパンプレット更新、‟焼き“カレー店
新規募集
②③④観光公式インスタグラムの活用
⑦地場産業育成補助金PR

②③④観光公式インスタグラムの活用
⑦地場産業育成補助金PR。交付決定１件

①かさましこ推奨店のパンプレット配布
②③④観光公式インスタグラムの活用
⑦地場産業育成補助金PR。交付決定１件

①かさましこ推奨店のパンプレット配布
②③④観光公式インスタグラムの活用
⑦地場産業育成補助金PR

②③④観光公式インスタグラムの活用
⑦地場産業育成補助金PR

②③④観光公式インスタグラムの活用
⑦地場産業育成補助金PR。交付決定１件

②③④観光公式インスタグラムの活用
⑦地場産業育成補助金PR

②③④観光公式インスタグラムの活用
⑦地場産業育成補助金PR。交付決定１件

②③④観光公式インスタグラムの活用
⑦地場産業育成補助金PR

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

②③④観光公式インスタグラムの活用
⑦地場産業育成補助金PR。交付決定５件

②③④観光公式インスタグラムの活用
⑦地場産業育成補助金PR。交付決定１件

②③④観光公式インスタグラムの活用
⑦地場産業育成補助金PR。交付決定４件
⑧6/26益子小6年生にいきいき講座行政編「益子の産
業」実施。

②販売開拓の支援
③益子焼や工芸品のあるライフスタイルの発信
④益子焼や工芸品の利用促進
⑦窯業技術支援センターでの人材育成と就労支援
⑧益子焼の事業など特色のある教育活動の充実

KPI 本年度目標値 現状値

20(R4)

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 益子焼総販売額 本年度目標値 25 （R4） 現状値

施策 世界に誇る手仕事の町づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 観光商工課

基礎目標 ２ 風土に根ざした産業をつくる 政策 しごとの創出と町内産業の活性化
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①かさましこ推奨店事業を新たな3か年事業として開始しHP,パンフレット等の記載情報を更新するとともに、新た
に‟焼き“カレー推奨店事業を開始しパンフレットやのぼり等を作成した
②③④観光公式インスタグラムを活用し、益子焼や工芸品の利用促進等を図る。
⑦地場産業育成補助金のPRを行うことにより、窯業活性化を図る。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

②③④観光公式インスタグラムを活用し、益子焼や工芸品の利用促進等を図る。
⑦地場産業育成補助金のPRを行うことにより、窯業活性化を図る。

第
２
四
半
期

②③④観光公式インスタグラムを活用し、益子焼や工芸品の利用促進等を図る。
⑦地場産業育成補助金のPRを行うことにより、窯業活性化を図る。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

②③④観光公式インスタグラムを活用し、益子焼や工芸品の利用促進等を図る。
⑦地場産業育成補助金のPRを行うことにより、窯業活性化を図る。
⑧要望に応じ、いきいき講座行政編を実施することにより、益子焼や工芸品に親しみをもってもらう。

p53 観光商工課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

観光公式インスタグラムを効果的に活用し、益子焼や工
芸品のPRを実施し、販売額の増を図っていく。
次年度は、国際交流事業の情報発信の周知をより進
め、滞在作家との交流や事業への参加に繋がるように
図っていきたい。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p53 観光商工課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

#REF!
対前年
同期比

△3 #REF!

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

⑥益子国際工芸交流館を拠点とし、国内外から手仕事
を学びに来る仕組みの構築

⑥益子国際工芸交流館を拠点とし、国内外から手仕事
を学びに来る仕組みの構築

⑥益子国際工芸交流館を拠点とし、国内外から手仕事
を学びに来る仕組みの構築

⑥タイ・チェンマイにおける「チェンマイ・デザイン・ウィー
ク」のトークイベントへの登壇　（12/8～12/12）

⑥招聘作家マシュー・フォスター氏　滞在時作品販売
　リーチ工房交流プログラム2026　募集要項準備

⑥招聘作家マシュー・フォスター氏　滞在時作品販売
　リーチ工房交流プログラム2026　募集要項準備

⑥招聘作家マシュー・フォスター氏　滞在時作品販売
　リーチ工房交流プログラム2026　募集要項準備
　招聘作家ジュリアン・ステア氏記録集作成

⑥ジラウォン氏・ヨッキー氏
　成果展開催7/20～27（来場者85名）
　公募作家との交流会7/22（参加者32名）
　英国ロンドン派展開催（6/30～9/23）（入館者898名）

⑥公募プログラム2025応募締切（26か国72名）
　英国ロンドン派展開催（6/30～9/23）（入館者1069名）

⑥公募プログラム2025　選考準備
　英国ロンドン派展開催（6/30～9/23）（入館者883名）

⑥招聘作家マシュー・フォスター氏滞在（10/1～12/6）
　オープンスタジオ10/6、10/27の実施（来場者37名）
　ワークショップ10/20の実施（参加者16名）

⑥招聘作家マシュー・フォスター氏
　オープンスタジオ11/9の実施（来場者15名）
　ギャラリートークの実施11/24（参加者27名）
　成果展開催（11/24～12/1）（来場者106名）

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

⑥招聘作家ジュリアン・ステア氏の成果展示を旧濱田庄
司邸で3/17～4/7まで開催

⑥公募作家ジラウォン・ウォントランガン氏（タイ）が滞在
5/29～7/31。公募作家ウォン・メイ・ハン・ヨッキー氏（台
湾）が滞在5/30～7/31

⑥ジラウォン氏記念講演会6/8（参加者10名）、ワーク
ショップ6/30（参加者30名）。ヨッキー氏記念講演会6/9
（参加者15名）、ワークショップ6/16（参加者25名）。オー
プンスタジオの実施6/15、6/21、7/9

①かさましこのつながりを活用したPR
⑥益子国際工芸交流館を拠点とし、国内外から手仕事
を学びに来る仕組みの構築

KPI 本年度目標値 現状値

20(R4)

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 益子焼総販売額 本年度目標値 #REF! 現状値

施策 世界に誇る手仕事の町づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 生涯学習課

基礎目標 ２ 風土に根ざした産業をつくる 政策 しごとの創出と町内産業の活性化

p53 生涯学習課(美）



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

⑥招聘作家マシュー・フォスター氏について、ギャラリートーク・ワークショップ・オープンスタジオ等の交流事業を
通して、町内外の陶芸家等との交流推進を図ることができた。
　12月には、５月～７月に滞在制作されたタイ・チェンマイの作家ジラウォン・ウォントランガン氏の縁で、国際交流
基金（CEA）バンコク支社主催(交通費は相手方開催者負担）のトークイベントの招聘をうけ、交流事業担当篠崎
氏による「益子レジデンシー・プログラム（滞在活動支援事業）」のプレゼンテーションを行った。
　募集を進めていた2025秋の公募プログラム該当者が決定した。今後も継続して準備を進めていく。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

⑥令和６年度は、３名の作家滞在事業（公募２名の内タイ１名・台湾１名、招聘作家１名）を実施することができた。
　また、初めての試みとして、タイ・チェンマイでのトークイベントに登壇し、益子国際工芸交流事業の周知を図るこ
とができた。
　今後は、令和７年度の滞在作家（２名予定）の準備及び令和８年度リーチ工房交流プログラムの応募者募集に
むけて広報活動を行うとともにトークイベント＆応募説明会等を実施し、関心をもっていただくように周知に努めて
いく。

第
２
四
半
期

⑥ジラウォン氏、ヨッキー氏の成果展を陶芸美術館内第３展示室にて開催した。会場が美術館内ということもあり、
美術館の来場者に周知を図ることができた。また、交流会においては、「うつわと食事」のテーマのもと、作陶した
作品にて食事会を開催し、滞在作家と町民との交流につながることができた。
　引き続き、10月からの招聘事業（リーチ工房）マシュー・フォスター氏と2025公募プログラム選考に向けて準備を
進める。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

⑥秋の招聘事業（リーチ工房）、2025公募プログラムの準備を進めていく。

p53 生涯学習課(美）



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

国際交流事業の周知をより進め、滞在作家との交流や
事業への参加に繋がるように図っていきたい。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p53 生涯学習課(美）



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

3「仕事のあるまち」

人
対前年
同期比

+4 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①新規就農促進

②農の学校の運営

③土地改良事業の推進

①新規就農促進

②農の学校の運営

③土地改良事業の推進

①新規就農促進

②農の学校の運営

③土地改良事業の推進

①新規就農に関する補助金交付１件（種子・種苗購入補助１件）
　 新規就農相談０件
②農の学校開催2回
③12/17　里西・星の宮地区委員会

①新規就農に関する補助金交付０件
　 新規就農相談1件
②農の学校開催1回
③1/14　里西・星の宮地区委員会、1/21　換地設計基準説明
会、1/29小泉・本沼地区委員会

①新規就農に関する補助金交付０件
　 新規就農相談2件
②農の学校開催1回
③2/21　土地改良区理事会

①新規就農に関する補助金交付９件
　(新規就農者育成総合対策補助金8件、農業次世代人材投資
資金1件）
　 新規就農相談１件
②農の学校開催1回
③3/4　小泉・本沼地区委員会

①新規就農に関する補助金交付０件
　 新規就農相談０件
②農の学校開催　2回
③7/31　里西・星の宮地区委員会

①新規就農に関する補助金交付０件
　 新規就農相談１件
②農の学校開催　2回
③8/26　土地改良区理事会

①新規就農に関する補助金交付３件
　（経営開始資金３件）
　 新規就農相談１件
　認定新規就農者への就農状況モニタリング９件
　後継者の居ない梨の樹園地見学会及び新規就農相談会参加
②農の学校開催　2回
③9/17　小泉本沼地区委員会、9/20　里西・星の宮地区委員会

①新規就農に関する補助金交付０件
　 新規就農相談１件
　 新規就農者3名（うち、認定新規就農者１名）
②農の学校開催2回
③10/15～28　里西・星の宮地区境界立会い

①新規就農に関する補助金交付０件
　 新規就農相談１件
②農の学校開催2回
③11/11～15　里西・星の宮地区境界立会い

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①新規就農に関する補助金交付６件（家賃補助６件）
　 新規就農相談１件
②農の学校開催　2回

①新規就農に関する補助金交付１件（機械購入補助１
件）
 　新就農相談１件
②農の学校開催　2回
③5/9　土地改良区理事会、5/10　小泉本沼換地ヒアリン
グ、5/23　里西・星の宮地区委員会

①新規就農に関する補助金交付２件（機械購入補助１
件、種子・種苗補助１件）
 　新規就農相談０件
　 新規就農者１名（うち、認定新規就農者１名）
②農の学校開催　2回
③6/27　里西・星の宮換地委員会

①新規就農促進

②農の学校の運営

③土地改良事業の推進

KPI 本年度目標値 現状値

49

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 新規就農者数（平成26年度からの累計） 本年度目標値 48 現状値

施策 地域の特性に合った農産物の生産体制の整備 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

2飢餓

R6（2024）

課局名 農政課

基礎目標 ２ 風土に根ざした産業をつくる 政策 成長産業としての農業の育成と「食」のまちづくり

p54 農政課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①新規就農促進
　新規就農者数49名（対前年度比＋4名）
　【増加内訳】
　　4月　0名、5月　0名、6月　1名、7月　0名、8月　0名、9月　0名、10月　3名、11月　0名、12月　0名
・益子町新規就農者支援事業費補助金交付件数１件。（種子・種苗購入補助1件）
・新規就農相談件数２件、新規就農者数３名。
・新規就農相談２件ともに町外者。1名は移住は検討しており、栽培したい品目はいちごとしている。
・新規就農相談会等について芳賀農業振興事務所と連携しての参加を検討したり、農業委員会と農地情報を共
有し就農希望者同士をマッチングするなどして、新規就農者数の増加を図っていきたい。
・総合政策課と連携して、新規就農者向けに空き家情報と農地情報を落とし込んだマッチングマップの作成し、農
業委員会を中心に共有した。
②農家・農業設備の視察、新規就農者に対する県・町の補助の紹介など、実際に農業を始めた場合の参考となる
講座を中心に実施した。次期はましこ農の学校についての感想を伺い７年度以降の事業の参考としたい。
③里西・星の宮土地改良事業については、地元役員、関係機関と協力し、換地業務を実施する。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①新規就農促進
　新規就農者数49名（対前年度比＋4名）
　【増加内訳】
　　4月 0名、5月 0名、6月 1名、7月 0名、8月 0名、9月 0名、10月 3名、11月 0名、12月 0名、1月 0名、2月 0名、3月 0名
・新規就農者関係補助金交付件数9件(新規就農者育成総合対策補助金8件、農業次世代人材投資資金1件）。
・新規就農相談件数4件、新規就農者数0名。
・新規就農相談4件の栽培希望品目は、いちご3名、露地野菜1名。
・次年度においても引き続き芳賀農業振興事務所と連携し、首都圏向け新規就農者相談会への参加、農業委員会と連携し
て、離農者と就農希望者のマッチングを強化するなどして、新規就農者数の増加を図っていく。
・総合政策課と連携して作成した空き家情報と農地情報のマッチングマップを随時更新して農業委員会と情報共有していく。
②農の学校の卒業発表において、米作りをしたかったと言う意見が数人からあった。また、R７年度の農の学校の申込者から
は、有機農業、自然農法を学びたいとの要望が数人からあった。このため、これらを学べるカリキュラムを検討していく。
③小泉・本沼地区については、R7換地計画書作成に向け県と連携し事業を進めていく。里西・星の宮地区については、R7換
地計画原案作成、実施設計書作成に向けて、県・連合会・地元と協力して調整を行っていく。

第
２
四
半
期

①新規就農促進
　新規就農者数46名（対前年度比＋1名）
　【増加内訳】
　　4月　0名、5月　0名、6月　1名、7月　0名、8月　0名、9月　0名
・益子町新規就農者支援事業費補助金交付件数０件。経営開始金交付件数３件（継続）。
・新規就農相談件数２件、新規就農者数０名。
・認定新規就農者の就農状況モニタリング９件。
・新規就農相談２件のうち1名は町外者で移住は検討している段階だが、栽培したい品目はメロンとしている。
・今後開催予定のトチノフェアや新規就農相談会等へ芳賀農業振興事務所と連携して参加するとともに、農業委
員会と農地情報を共有することで、新規就農相談件数及び新規就農者数の増加を図っていきたい。
・芳賀農振開催による後継者の居ない梨の樹園地見学会（9/30）に参加し、益子町の樹園地１件見学するととも
に、新規就農相談も実施した。（芳賀町と共同で実施し、相談件数12組）
・総合政策課と連携して、新規就農者向けに空き家情報と農地情報を落とし込んだマッチングマップの作成を検
討した。
②県の就農支援に関するウェブサイト「トチノ」の取材を農の学校が受ける。今後も機会を見つけ、町以外の媒体
を使った広報を行う。
③里西・星の宮土地改良事業については、地元役員、関係機関と協力し、地区界立会いを実施する。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①新規就農促進
　新規就農者数46名（対前年度比＋1名）
　【増加内訳】
　　4月　0名、5月　0名、6月　1名
・益子町新規就農者支援事業費補助金交付件数９件（家賃補助６件、機械購入補助２件、種子・種苗購入補助１
件）
・新規就農相談件数2件、新規就農者数１名。
・新規就農相談2件は、いずれも町外から移住して新規就農を希望している。
　1名は露地栽培、1名は施設園芸（中玉トマト栽培）を希望。
・今後開催予定の農業関係イベント（新農業人フェア、新規就農相談会等）へ芳賀農業振興事務所と連携して参
加し、新規就農相談件数及び新規就農者数の増加を図っていきたい。
②農の学校は10組が入学、さつまいも定植実習時は下野新聞に取り上げられた結果事業のPRとなり、町内から
次年度受講希望の問い合わせがあった。新聞は新聞社の都合があるため、再度掲載して頂くのは困難と思われ
るが、HPやチラシ等を用いPRを図っていく。今年度入学生は全員町外在住、移住定住も目的とした本事業の意
図に沿ってはいるが、次年度は受講生仲間として益子町をPRできる町内在住者も必要と思われるため、今後その
手段を検討していく。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

①新規就農事業は、果樹・野菜・水稲と幅広く対応して
いくとともに、離農者が保有する居ぬき農業施設の活用
も推進していく。

②農の学校の受講生は、半農半Ｘの農ある暮らしスタイ
ルで益子町に移住を考えている方が多いため、移住相
談時に農地付き物件を紹介するなどニーズに合った受
付をできるように情報収集を強化していく。

③小泉・本沼地区においては換地計画書の作成を、里
西・星の宮地区においては、換地計画原案の作成を目
指し、県・連合会・地元と連携しながら事業を推進する。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

3「仕事のあるまち」

対前年
同期比

+1

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①飲食店との連携、ブランドとなる農産物の研究
②「食の学校」の開催、町内産の農産物を使った新商品
開発
③町内農産物を使った6次産業化の支援

①飲食店との連携、ブランドとなる農産物の研究
②「食の学校」の開催、町内産の農産物を使った新商品
開発
③町内農産物を使った6次産業化の支援

①飲食店との連携、ブランドとなる農産物の研究
②「食の学校」の開催、町内産の農産物を使った新商品
開発
③町内農産物を使った6次産業化の支援

①12/17西洋野菜研究会打合せ
②12/12食の学校開催

①1/21西洋野菜研究会打合せ
②1/18、31食の学校開催
③農の学校において、町内産の米、大豆を使った味噌
作りを実施。

①2/18西洋野菜研究会打合せ
②2/1、18、20、21食の学校開催

①2/18西洋野菜研究会打合せ
②3/1、17、18、19食の学校開催

①7/22　西洋野菜研究会が益子国際工芸交流事業で
料理に使用する野菜を提供。

①8/17　西洋野菜研究会がFKD宇都宮店の無印良品に
おける「つながる市」に参加。

①9/21　西洋野菜研究会、道の駅においてかぼちゃマ
ルシェ開催。9/28　西洋野菜研究会、会員の生産する野
菜を使う飲食店においてマルシェ開催。

①10/22西洋野菜研究会打合せ
②広報お知らせ版に色の学校受講生募集の案内を掲
載。

①11/26西洋野菜研究会打合せ

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

②さつまいも研究会課題検討会

①5/4西洋野菜研究会栃木放送で活動PR

①6/11　西洋野菜研究会が東京での商談会に参加
①③6/18西洋野菜研究会、回の主力となる商品及び加
工食品について検討、候補を挙げる。

①飲食店との連携、ブランドとなる農産物の研究
②「食の学校」の開催、町内産の農産物を使った新商品
開発
③町内農産物を使った6次産業化の支援

KPI 本年度目標値 現状値

9

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 「食の学校」（仮）で新たに開発された商品の数（累計） 本年度目標値 10 現状値

施策 農と食のまちづくりの推進 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 農政課

基礎目標 ２ 風土に根ざした産業をつくる 政策 成長産業としての農業の育成と「食」のまちづくり
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

②食の学校については、12/12に食の学校セミナーを開催（出席者３名、欠席者１名）農産物を活用した食品づく
りと道の駅で販売するための手法・マーケテイングに関することを学んだ。次期は、加工食品開発に向けた実習を
行っていき試作品を完成させたい。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①西洋野菜研究会が生産した西洋野菜が、都内の百貨店や大手スーパーを主要取引先としている卸売業者を
通し、都内の青果店で「益子産」と表示され販売されている。また、種苗会社が大手飲食店に西洋野菜の売り込
みをかける際に、益子西洋野菜研究会が生産した野菜をサンプルとして利用しており、益子の西洋野菜がブラン
ド野菜となり得るため、今後も西洋野菜研究会の活動を支援していく。

②食の学校については、最終的に１人がテスト販売を行い、２人は開発途中となっている。
　また、需要が少ないため次年度においては、廃止・農の学校への組み込みも含め検討する。

③益子西洋野菜研究会において「しろなすのディップ」を販売。西洋野菜のブランド化、販路拡大と合わせ商品
開発についてにも支援していく。

第
２
四
半
期

①③西洋野菜研究会については、町外におけるマルシェに参加し商品のPRを行った他、益子国際工芸交流事
業で料理に使用する野菜の提供、飲食店でのマルシェ開催やバターナッツかぼちゃのスープの試食品をマル
シェで提供するなど「食べ方」に関するPRも行った。また、西洋野菜を用いた加工食品や西洋野菜に合う調味料
を開発中。今後、それら調味料と野菜をセットにしたギフト商品の販売を検討しているため、販路開拓等の支援を
していく。
②食の学校については12月開校に向け㈱ましこカンパニーと協力し業務を進めていく。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①③西洋野菜研究会についてはマルシェに積極的に参加し、商品のPRを行った他、ブランド化に向け主力商品
としていく野菜と、西洋野菜を用いた加工食品や西洋野菜に合う調味料の開発を検討、これらの生産と販売に至
れるよう会議の場の提供や、相談を受ける等の支援をしていく。
①さつまいも研究会検討会では、冬場以降の品質保持のためキュアリング（さつまいもを高温多湿の条件下に置
き、さつまいもについた傷をコルク化させ、品質を落ちにくくする）処理を検討、安価にできる方法を芳賀農業振興
事務所や他市町等から情報を収集し、実際の実施方法について検討していく。
②食の学校の運営については昨年度同様、㈱ましこカンパニーへ業務を委託し進めていく。

p55 農政課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

①ましこ西洋野菜研究会のブランドとなる農作物の研究
と販売先の開拓を支援する。
②③食の学校は、農業者の参加を推進するとともに、食
の専門家等の参加も検討する。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

億円
対前年
同期比

+2.0 億円

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①関係機関と連携、他地域への販売体制の強化
②販売経路の多様化の促進
③農産物の地産地消の推進、町内循環型経済を目指
す
④就農前から販路拡大に関する学習機会の提供

①関係機関と連携、他地域への販売体制の強化
②販売経路の多様化の促進
③農産物の地産地消の推進、町内循環型経済を目指
す
④就農前から販路拡大に関する学習機会の提供

①関係機関と連携、他地域への販売体制の強化
②販売経路の多様化の促進
③農産物の地産地消の推進、町内循環型経済を目指
す
④就農前から販路拡大に関する学習機会の提供

①12/13-14　東京都大田区大林寺外販
①12/13　ましこアグリツーリズム推進協議会　設置

②1/26西洋野菜研究会が桜川市の真壁地区の「まかべ
朝市」に出店

①2/28ましこアグリツーリズム協議会で先進地視察（大田原
ツーリズム）
①②2/26ブラジル輸出に向け、横浜市に益子産の米を輸送、
輸出業者へ引き渡す。
①②2/27渋谷QWSのイベントに西洋野菜研究会の野菜を提
供
④2/8農の学校において、SNSを利用した集客等に関するセミ
ナーを開催

①ましこアグリツーリズム協議会で観光客向け体験メ
ニューのニーズ調査実施(3/14～3/21)
①②ブラジル向けの米の生産者が町を通し県に実績報
告書を提出

①②米のブラジル輸出計画に向けた補助金の交付申請
書提出
①販路開拓支援補助金交付決定　１件
④農の学校でオンライン販売セミナー実施

②8/17　西洋野菜研究会、FKD宇都宮店の無印良品に
おける「つながる市」に参加

②9/21　西洋野菜研究会、道の駅においてかぼちゃマ
ルシェ開催、9/28　会員が生産する西洋野菜を使う飲食
店においてマルシェ開催
④9/21　農の学校において道の駅への農産物等出荷ま
での流れを説明

①②10/29ブラジルへの米輸出について、生産者・輸出
事業者・輸入事業者・ましこラボ・県・町で打合せ。
②10/10西洋野菜研究会が学校法人と商談。
　10/29道の駅が実施したレオン自動機での外販に参
加。
　東京の有名レストランへ食材提供

①②ブラジルへの米輸出量の増加を見込み、補助金の
変更交付申請書提出。
②西洋野菜研究会陶器市出店

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①4/6　東京都大田区大林寺外販
①販路開拓支援補助金交付決定　１件
②農業委員会等の農業者の会議時に販路開拓支援補
助金の説明を実施

②西洋野菜研究会陶器市出店
②5/28　米のブラジル輸出計画に関する打合せ

①6/11　西洋野菜研究会が東京での商談会に参加
①販路開拓支援補助金交付決定　１件
①道の駅メロン出張PR兼販売（宇都宮）
②米のブラジル輸出計画に関する計画書作成

①関係機関と連携、他地域への販売体制の強化
②販売経路の多様化の促進
③農産物の地産地消の推進、町内循環型経済を目指
す

KPI 本年度目標値 現状値

31.1(R5)

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 市町村別農業産出額 本年度目標値 37.3 （R5） 現状値

施策 農産物の販路拡大 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

2飢餓

R6（2024）

課局名 農政課

基礎目標 ２ 風土に根ざした産業をつくる 政策 成長産業としての農業の育成と「食」のまちづくり
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①ましこアグリツーリズム推進協議会は、農家所得の向上・関係人口増加を目的に設置した。今後、視察研修やリ
サーチ等を実施していく。
①②ブラジルへの米の輸出量増加については10/29の打合せがきっかけとなった。今後も県と連携し輸出の支援
をしていく。
　大林寺での外販では、リピーターが多くなってきており、販路として定着してきているため、今後も関係団体と協
力し、実施してく。
②西洋野菜研究会と学校法人との商談は、新聞で情報を得た学校法人から町に問い合わせがありそこから行わ
れたもの。今期末にはNHK630にも出演しており、同様の問い合わせがあった場合は、商談に至れるよう支援して
いく。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①ましこアグリツーリズム推進協議会で先進地視察の開催、及び農家民宿の取組みについての意向調査を進め
ていく。
①②ブラジルへ米を輸出。今後も輸出など他地域への販売を関係機関と協力し支援していく。
③道の駅での農産物の販売が前年比104％と好調であるが、さらに販売額が伸びるよう支援していく。
④農の学校において、今年度は販路拡大関連のセミナーを３回実施したほか、販売体験や道の駅への出荷方法
についても学ぶ機会を提供した。次年度も販路拡大に関するカリキュラムを実施していく。

第
２
四
半
期

①②米のブラジル輸出については、今後の事業拡大を支援するため、とちぎ農産物戦略的輸出拡大事業費交
付金の交付申請の支援をした。今後も芳賀農業振興事務所と連携し輸出に向けての支援をしていく。
④農の学校において、オンライン販売や道の駅への出荷までの流れについてのの講義を実施、今後は販売体験
を行う。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

②販路開拓支援補助のPRを町HPだけでなく、農業者の会議時にも行った。今後は広報等でもPRする。
②米のブラジル輸出は、芳賀農業振興事務所と協力し実現に向け、輸出農家に対する支援をしていく。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

①ましこアグリツーリズム推進協議会を中心に、構成員
同士の連携を図り、地域への更なる誘客促進を図って
いく。
②益子町農産物販路開拓支援事業補助金や県の事業
の活用により販売先の開拓を進めていく。
③道の駅ましこでの農産物販売を中心に、地元での地
場農産物の更なる消費拡大を進めていく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

万人
対前年
同期比

+6 万人

人
対前年
同期比

+7,924 人

対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①-1インバウンド誘客事業

①-2ましこ悠和館宿泊、ギャラリー運営事業
　
①-3観光情報の一元化

①-1インバウンド誘客事業

①-2ましこ悠和館宿泊、ギャラリー運営事業
　
①-3観光情報の一元化

①-1インバウンド誘客事業

①-2ましこ悠和館宿泊、ギャラリー運営事業
　
①-3観光情報の一元化

①-1   「Nearby Tokyo」サイトでの英語圏への益子町の情報発
信。
①-2 宿泊74人、ギャラリー24人。12/17 悠和館視察受け入れ
（日光市立中宮祠小中学校家庭教育学級）。
①-3　統合パンフレット完成

①-1 「Nearby Tokyo」サイトでの英語圏への益子町の情報発
信。
①-2 宿泊55人　ギャラリー16人。1/16、1/30 悠和館見学受け
入れ（1/16益子小46名、1/30益子西小48名）。

①-1 「Nearby Tokyo」サイトでの英語圏への益子町の情報発
信。
①-2 宿泊38人　ギャラリー19人。

①-1   「Nearby Tokyo」サイトでの英語圏への益子町の情報発
信。
①-2 宿泊35人、ギャラリー17人。

①-1 「Nearby Tokyo」サイトでの英語圏への益子町の情報発信
①-2 宿泊81人　ギャラリー16人。7/16、23 悠和館のWi-Fi通信
機器と防犯カメラについて業者と打ち合わせを行った。
①-3 7/12統合パンフレット作成について観光協会と業務委託
契約締結。

①-1 「Nearby Tokyo」サイトでの英語圏への益子町の情報発
信。
8/27 インバウンド向けWEBメディア「MATCHA」担当者との打
ち合わせを行った。
①-2 宿泊134人　ギャラリー13人

①-1  インバウンド向けWEBメディア「MATCHA」へ記事（益子
焼体験について、益子町の周り方について）投稿。
①-2 宿泊74人、ギャラリー26人。9/25 悠和館のWi-Fi通信機
器と防犯カメラをリニューアル。
①-3　9/18 パンフレット統合について協議。

①-1 インバウンド向けWEBメディア「MATCHA」へ3記事（益子
の楽しみ方）投稿。
①-2 宿泊90人　ギャラリー19人。

①-1 「Nearby Tokyo」サイトでの英語圏への益子町の情報発
信。
①-2 宿泊113人　ギャラリー14人。11/21 悠和館見学受け入れ
（栃木県防衛協会女性部及び女性自衛官）。
①-3 11/29　パンフレット統合について協議。

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①-1 「Nearby Tokyo」サイトでの英語圏への益子町の情報発信
①-2 宿泊108人　ギャラリー19人

①-1 「Nearby Tokyo」サイトでの英語圏への益子町の情報発信
①-2 宿泊127人　ギャラリー34人。悠和館のWi-Fi通信機器と
防犯カメラのリニューアルについて業者と現地確認を行った。
①-3 5/30　観光関係者とパンフレットの一元化について協議を
行った。

①-1  インバウンド事業で整備した益子焼陶芸体験の英語版特
設サイトについて、JNTO（日本政府観光局）が募集する観光コ
ンテンツ情報に応募した。
①-3　観光協会とパンフレット統合について話し合いを行った。
①-2 宿泊62人、ギャラリー49人。6/12 田野小学校悠和館見学
受け入れ。

①-1インバウンド誘客事業

①-2ましこ悠和館宿泊、ギャラリー運営事業
　
①-3観光情報の一元化

KPI 本年度目標値 現状値

261

KPI 観光客宿泊者数 本年度目標値 48,000 現状値 43,809

KPI 観光客入込数 本年度目標値 295 現状値

施策 観光基盤の整備 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①-1　「Nearby Tokyo」サイト上で英語圏への情報発信を行っている。また、前期に引き続きインバウンド向けWEB
メディア「MATCHA」にて情報発信を行った。
①-2　ギャラリー入館者は昨年度同時期と比べてあまり伸びなかったが宿泊者については、昨年度同時期を上
回った。引き続き(株)ましこカンパニーと協力し、入館者を増やすための工夫を行っていく。
①-3　 観光協会と町がそれぞれ制作しているパンフレットを統合し、新たな観光パンフレットを作成した。今後新
たなパンフレットを活用しPRを実施していく。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①-1　「Nearby Tokyo」サイト上で英語圏への情報発信を行っている。インバウンド向けの情報発信については、
今後広報媒体の検討等を行い、誘客に繋がる情報発信をしていく。また、受入体制の整備についても今後インバ
ウンドの動向に注意し、検討していく。
①-2　ギャラリー入館者は昨年度よりも下回ったが、宿泊者については昨年度を大きく上回った。宿泊事業につい
ては今後の方向性を協議していく。
①-3　 観光協会と町のパンフレットを統合した新たな観光パンフレットを作成し、観光PRを行った。今後は内容に
ついて見直しを行い、よりよいパンフレットとなるよう進めていく。

第
２
四
半
期

①-1　「Nearby Tokyo」サイト上で英語圏への情報発信を行っている。また、インバウンド向けWEBメディア
「MATCHA」にて無料で益子町の記事が投稿可能（日本語で記事作成をすると自動で翻訳される）のため、今後
情報発信を強化していく。
①-2　宿泊者は前年同期比を上回ったが、ギャラリー入館者はあまり伸びなかった。(株)ましこカンパニーと協力
し、入館者を増やすための工夫を行っていく。
①-3　 観光協会と町がそれぞれ制作しているパンフレットを統合した新たな観光パンフレット作成のため、引き続
き観光協会と協議していく。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①-1　「Nearby Tokyo」サイト上で英語圏への情報発信を行っている。次期以降今後のインバウンド施策について
DMOと連携し、検討していく。
①-2　昨年度同時期に比べ宿泊者・ギャラリー入館者が増える形となった。引き続き(株)ましこカンパニーと協力
し、入館者を増やすための工夫を行っていく。
①-3　 観光協会が制作しているパンフレットと町が制作しているパンフレットを統合し、新たな観光パンフレットを
作成するため、引き続き観光協会と協議していく。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
観光客誘客にあたり、コロナ前に運行されていた秋葉原
朝出発の焼き物ライナーの再開を官民一体となってご
検討ください。

登録DMOとして、認定された一般社団法人ましこラボと
連携し、観光戦略策定について、今後検討していきた
い。また、外国人（インバウンド）向けのプロモーション等
についても引き続き取り組んでいきたい。
焼き物ライナーの運行については、事業者と協議を続け
ていきたい。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

3「仕事のあるまち」

人
対前年
同期比

+1,502 人

人
対前年
同期比

+57 人

対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①-1 観光振興事業

①-2 補助金事業（DMO）

② 陶器市等イベント支援事業

③ かさましこ観光協議会事業（生涯学習課）

④ 農と食の観点からの観光推進

⑤ 里山のブランディング推進

①-1 観光振興事業

①-2 補助金事業（DMO）

② 陶器市等イベント支援事業

③ かさましこ観光協議会事業（生涯学習課）

④ 農と食の観点からの観光推進

⑤ 里山のブランディング推進

①-1 観光振興事業

①-2 補助金事業（DMO）

② 陶器市等イベント支援事業

③ かさましこ観光協議会事業（生涯学習課）

⑤ 里山のブランディング推進

①-1 12/26 観光実務者会議開催。各観光関係団体の情報共有を行った。
② 12/3 陶器市運営委員会、12/19陶器市実行開催。関係者間の情報共有を
行った。
④ 12/13 ましこアグリツーリズム推進協議会総会
⑤ 12/9 トレラン益子を開催。参加者約170名。

② 1/11～26 ましこの炎まつり開催。1/15 陶器市打ち合わせ、1/19 陶器市広報
委員会開催。関係者間の情報共有を行った。
③ 1/16 かさましこ日本遺産活性化協議会全体会。今年度の計画進捗状況と来年
度の事業計画について協議した。
⑤ 1/23 雨巻山タイタニック岩周辺の木が伐採されていると通報あり。現場を確認
し、日光森林管理署に連絡した。

② 2/20 陶器市実行委員会開催。関係者間の情報共有を行っ
た。
③ 2/9 日本遺産オンラインセミナー。日本遺産の活用について
情報共有が行われた。
④2/28アグリツーリズム推進協議会視察研修

①-1 3/21 観光実務者会議開催。各観光関係団体の情報共有を行った。
② 3/23 円道寺さくら祭り開催。3/14 陶器市運営委員会執行部会開催。関係者間
の情報共有を行った。
③ 3/7 日本遺産オンラインセミナー。日本遺産の活用について情報共有が行われ
た。

①-1 7/18 観光実務者会議開催。今年度の会議テーマ・スケジュール
や各組織の情報共有を行った。
①-2　観光庁「オーバーツーリズムの未然防止・抑制による持続可能な
観光推進事業」補助金採択事業のうち、駐車場整備（区画ロープ・看板
設置）を申請し、交付決定を受けた。
7/29 駐車場区画ロープについて現場打合せを実施。
②  7/2陶器市交通対策について観光協会と打ち合わせ。7/31陶器市
運営委員会執行部会開催。陶器市関係者の現状報告・情報共有を
行った。7/23.24.25 祇園祭開催。
③ 7/5かさましこ日本遺産活性化協議会ワーキンググループ会議。今
年度の計画進捗状況と来年度の事業計画について協議した。

①-1 8/22 観光実務者会議開催。各観光関係団体の情報共有を行っ
た。
①-2 8/20、22、29観光庁「オーバーツーリズムの未然防止・抑制による
持続可能な観光推進事業」補助金採択事業のうち、駐車場の看板整備
事業、ロッカー整備事業について業者と打ち合わせを行った。8/6 区画
ロープ設置工事完了。
② 8/10 益子夜市開催

①-1 9/25 観光実務者会議開催。各観光関係団体の情報共有を行っ
た。
② 9/27 陶器市運営委員会開催。関係者間の情報共有を行った。
⑤ 9/9 生田目地区の散策路（生田目古墳群～生田目城跡）の活用に
ついて関係者と打ち合わせを行った。

①-2　観光庁「オーバーツーリズムの未然防止・抑制による持続可能な観光推進
事業」補助金採択事業のうち、駐車場整備（看板設置）、ロッカー整備を実施した。
②  10/8 陶器市実行委員会開催。秋の陶器市に向けて情報共有を行った。
③ 10/1かさましこ日本遺産活性化協議会ワーキンググループ会議。今年度の計
画進捗状況と来年度の事業計画について協議した。

①-1 11/21 観光実務者会議開催。各観光関係団体の情報共有を
行った。
② 11/2～5 陶器市を開催。期間中来場者約168,000人。
④ 11/21 ましこアグリツーリズム推進協議会幹事会

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①-1 4/18 観光実務者会議開催。各観光関係団体の顔合わせと今年
度の方向性の確認を行った。
①-2　観光庁「オーバーツーリズムの未然防止・抑制による持続可能な
観光推進事業」補助金採択事業のうち、駐車場空き可視化アプリ、シャ
トルバス実証運行、駐車場のキャッシュレス対応の3事業を申請し、交付
決定を受けた。
② 4/27～5/6 陶器市を開催。期間中来場者数約412,500人
⑤ 雨巻山大川戸駐車場に設置してある雨巻山マップの拡大看板を改
修した。

② 4/27～5/6 陶器市を開催。期間中来場者数約412,500人
③ 5/9 令和6年度かさましこ日本遺産活性化協議会事業の事業計画に
ついて、笠間市の担当者と協議を行った。5/24 同事業のかさましこ日
本遺産活性化協議会総会に出席。
⑤ 雨巻山頂で無許可看板設置の情報提供あり。雨巻山登山道の管理
を行っているいくべ会や所有者である日光森林管理署等へ情報を共
有。後日看板を撤去した。

①-1 6/20 観光実務者会議開催。各観光関係団体の年間スケジュー
ルやパンフレット統合等について情報交換を行った。
①-2　観光庁「オーバーツーリズムの未然防止・抑制による持続可能な
観光推進事業」補助金採択事業のうちのロッカー整備事業を申請し、
交付決定を受けた。
② 6/2ましこdeカレー開催。来場者約2,000名。6/15祇園祭実行委員会
に出席し、情報共有を行った。
③ 6/21 笠間市とかさましこ日本遺産活性化協議会事業の事業内容に
ついて協議を行った。

①-1 観光振興事業

①-2 補助金事業（DMO）

② 陶器市等イベント支援事業

③ かさましこ観光協議会事業（生涯学習課）

⑤ 雨巻山登山整備事業

KPI 本年度目標値 現状値

12,642

KPI ツアー参加者数（累計） 本年度目標値 2,260 現状値 202

KPI 町外のmashipoカード会員数（町外の顧客） 本年度目標値 15,600 現状値

施策 DMOを核とした観光地域づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①-1 定期的に観光実務者会議を開催し、関係者間の情報共有を行っている。引き続き、情報共有を行う。
①-2 観光庁「オーバーツーリズムの未然防止・抑制による持続可能な観光推進事業」補助金について、交付決
定を受けた駐車場の看板とコインロッカー整備が完了した。
② 秋の陶器市が開催されたが、天候不順で駐車場の一部が使用できなかったため、大規模な渋滞が発生した。
次期以降春の陶器市開催に向けて新たな駐車場の確保等必要な対策を行う。
③かさましこ日本遺産活性化協議会について、生涯学習課、笠間市と連携し、引き続き事業を実施していく。
④ましこアグリツーリズム推進協議会が発足した。今後担当の農政課と連携し、アグリツーリズム推進に力を入れ
ていく。
⑤雨巻山については関係団体と情報共有を行い、引き続き登山道の整備、雨巻山の活用を行っていく。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①-1 定期的に観光実務者会議を開催し、関係者間の情報共有を行った。次年度も会議を通じて情報共有を
行っていく。
①-2 観光庁「オーバーツーリズムの未然防止・抑制による持続可能な観光推進事業」補助金により、駐車場の区
画ロープや看板、町内3箇所にコインロッカーを設置した。今後も補助金を活用した事業を検討していく。
② 春の陶器市は渋滞等大きな問題は見られなかったが、秋は天候の影響により大規模な渋滞が発生してしまっ
た。次年度は今年度の反省を踏まえた対策を行っていく。その他のイベント支援についてもそれぞれの主催団体
の求める支援を実施していく。
③かさましこ日本遺産活性化協議会について、生涯学習課、笠間市と連携し、次年度も引き続き事業を実施して
いく。
④ましこアグリツーリズム推進協議会が発足した。今後は関係者と連携し、アグリツーリズムを推進していく。
⑤雨巻山については関係団体と情報共有を行い、問題が発生した場合は所有者である国との連絡を密にして対
応することができた。引き続き関係者とともに登山道の整備、雨巻山の活用を行っていく。

第
２
四
半
期

①-1 定期的に観光実務者会議を開催し、関係者間の情報共有をメインで行った。引き続き、情報共有を行って
いく。
①-2 観光庁「オーバーツーリズムの未然防止・抑制による持続可能な観光推進事業」補助金について、1事業
（駐車場整備）を申請し、交付決定を受けた。駐車場整備のうち、区画ロープについては整備が完了した。次期
に駐車場の看板設置を実施予定。また、6月に交付決定を受けたコインロッカー整備についても業者との打ち合
わせが終了しており、次期に整備完了予定である。
② 陶器市について関係者間でいくつか会議を実施。情報共有を行った。春の陶器市での反省を踏まえ、次期の
秋の陶器市に向け準備を進めていく。
③かさましこ日本遺産活性化協議会について、生涯学習課、笠間市と連携し、引き続き事業を実施していく。
⑤ 生田目地区の散策路は、地元の住民の方によってマップが作成されたりコスモスが植えられたりと整備が進め
られている。今後も関係者とともに活用について協議していく。雨巻山については引き続き関係団体と情報共有
を行っていく。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①-1 定期的に観光実務者会議を開催し、関係者間の情報共有、事業の洗い出しを行っている。引き続き、情報
共有を行い、観光戦略・戦術づくりに繋げていく。
①-2 ましこラボが申請主体となり採択された「オーバーツーリズムの未然防止・抑制による持続可能な観光推進
事業」補助金について、4事業を申請し、交付決定を受けた。次期に残り1事業を申請し、交付決定を受けたら速
やかに事業実施できるよう、ましこラボ、観光協会と連携を強化していく。
② 春の陶器市を開催したが、混雑状況の見える化、警備体制の強化等によって、課題となっていた渋滞はほぼ
無くなった。秋の陶器市についても同様の対策を行っていく。また、ましこdeカレーを開催し、来場者が2,000名と
なった。引き続きイベント支援を行っていく。
③ かさましこ日本遺産活性化協議会について、生涯学習課、笠間市と連携し、引き続き事業を実施していく。
⑤ 雨巻山については関係団体と情報共有を行い、引き続き登山道の整備、雨巻山の活用を行っていく。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

観光実務者会議等を有効活用し、積極的な情報共有を
行い、観光関係団体の協力体制の構築と連携強化に
努めたい。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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